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近代サンクトペテルブルクの出版人たち

　—1860年代と1870年代の比較を通して—

巽 由樹子

はじめに
本稿は、近代サンクトペテルブルクの出版人たちの活動を、近年、革命前ロシア史

の研究において関心を集める都市文化の問題に位置づけて再考する試みである。
19世紀前半のロシア都市では、民間の出版活動は低調であり、主要な定期刊行物は

官製誌が多く、流通域も限られていた。しかし1860年代になると「厚い雑誌 tolstye 
zhurnaly」が、そして70 年代以降は絵入り雑誌というメディアが、ペテルブルクから全
国へと展開した1。この変化の背景にある近代ロシア都市の出版事情については、バレ
ンバウムやディネルシュテインが1980年代以降とりあげはじめたが 2、90年代に入ると
レイトブラトが、ロシアにおける出版メディアと読者の多層性を明らかにする中で、都
市の半教養的読者の存在を指摘した 3。また、北米ではマクレノルズが新聞に焦点をあて、
このメディアにおける都市の消費文化の影響と中間層が果たした役割の大きさを示した4。

こうした形で近代ロシアの出版メディアが都市文化と関連づけられるようになった
のは、比較的最近のことである。かつてソ連期の書誌学は、書物がいかに革命に寄与
したかの究明を公式の目標として掲げたため、革命派インテリゲンツィヤの出版活動
や労働者読者に関心を集中させた5。西側でも、「新しい社会史」と呼ばれた潮流－政治
史とも経済史とも異なる独自の分析対象として社会をとりあげ、その構成要素として
農民や労働者に着目する手法－に呼応する形でナロードに大きな関心が寄せられたゆ
えに、革命前ロシアの読書論のスタンダードとなったのは、農村で愛好された木版出
版物ルボークとその読者についてのブルックスの研究であった6。しかし 1970 年代以降、
社会史はアナール学派やカルチュラル・スタディーズの影響のもと、生活文化から政
治文化まで、「文化」を分析の切り口に据える方向へ進んだ。こうした社会史研究におけ
る文化史への転回がソ連の消滅という出来事と重なった結果、1990 年代以降、近代ロ
シア社会史では主題の変容が露わになり、ソ連史学からも旧来の社会史からも捨象さ
れてきた都市文化の問題に関心が向けられるようになったのである7。近代ロシアの出
版メディアを都市文化に位置づけた考察は、いま取り組まれるべき課題の一つであろう。

都市文化をめぐる議論には、第一に、近代ロシアの「市民社会」的な要素、すなわち
自発的結社などにおける公衆の能動的な活動に注目する研究群がある。識字委員会の
ような協会の活動を、ロシアでの市民社会の成熟度の指標としてとりあげるブラッド
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リーはその典型である8。自発的結社 voluntary associations とは、18 世紀後半より、ア
メリカと欧州全域でさまざまな公共善の実現を目標に設立された一種の社交団体で、
綱領や選挙、委員会、議事などの運営によって、構成員に市民的実践を経験させ、民
主主義の形成に寄与したものだとされる9。そして第二に、大衆文化時代の前史として、
都市民の受動的な知覚や娯楽・消費性向に力点を置く研究群がある。大衆文化 mass 
culture とは民衆文化 popular culture と異なり、近代以降の都市に特有の、金銭的な価
値体系が導入され、商業化された文化である10。上述のマクレノルズは新聞の他に、メ
ロドラマと、ツーリズムやスポーツなどの余暇活動という多様な都市文化のトピック
スをとりあげて、都市民の生活に作用する消費のイデオロギーを分析してきた11。また
レベジェヴァは、19 世紀後半ロシア都市の商業化された文化を 20 世紀大衆文化の萌芽
と見なし、1920 － 30 年代までを射程に、教養層の文化観の変容とロシア文化と西欧文
化との共時性を論じた12。

この二つの視角はともに、都市を舞台にした近代ロシア社会の自律性の高まりを指摘
する。これは、帝政期ロシア社会は国家の強権のもと従属的であったとする旧来のイ
メージに、修正を迫るものである。また、文化の商業化は、自発的結社が掲げた社会
の道徳改善という大義を無力化した要因の一つとされる13。それゆえこの二つの視角は、
結社全盛の時代から大衆文化時代へ、という時系列に位置づけることができる。

冒頭で述べた、1860年代から 70 年代にかけての「厚い雑誌」と絵入り雑誌の盛衰は、
ペテルブルクにおける出版人の交替を反映していた。そしてそれぞれの出版人の類型に
は、「自発的結社」および「文化の商業化」という要素との結びつきを見出すことができる。
本稿はこの二者の交替を詳述することによって、ペテルブルクの出版に焦点を絞る形で、
近代ロシアにおける社会の自律性と、結社の時代から大衆文化時代への過渡期の具体
相を示したい。

1. 1860 年代の出版人
ニコライ一世はその治世末期、1848 年のヨーロッパでの革命の脅威から、「検閲のテ

ロル」と呼ばれる言論抑圧政策をとった。しかしクリミア戦争に敗北し、1855 年に新帝
アレクサンドル二世が即位すると、教養層に属する人々は自国の後進性に危機感を覚え、
改革を叫ぶようになった。このとき、ラディカル、保守、リベラル各派のインテリゲ
ンツィヤや、地理学者、化学者ら学者たち、医師、教師といった専門職者、そして政
権中枢に接する開明派の官僚らからなるロシアの教養層が、混然となって運営し、活
動のための拠点としたのが種々の「協会 obshchestvo」であった。

先駆的な活動としては、開明官僚と地理学協会が挙げられる。開明官僚とは、ニコ
ライ・ミリューチン、ザブロツキー＝デシャトフスキー、アラペトフ、ギルス、ソロヴィ
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ヨーフら、国有財産相キセリョフの下で諸改革事業にあたった経験のある若手官僚で
あり、後に農奴解放を中心とする「大改革」の政策立案者となった人々である14。ニコ
ライ一世末期に改革の必要性を認識していた彼らは、農村と都市の現状把握のために
統計データの入手を切望したが、反動化した政府は一切の統計調査を中止していた。
そこで彼らは帝国地理学協会に着目する。ベロム、リトケら地理学者によって 1845 年
に設立された地理学協会は、当初は中央アジア及び極東開拓のための地理・統計デー
タ収集を目的としていた。ところが 1840 年代末に開明官僚の一人であるゴロヴニンが
協会の書記になると、ニコライ・ミリューチンと兄のドミトリー・ミリューチン、ザ
ブロツキー＝デシャトフスキーら同志を次々に会員とする。そして彼らは地理学協会
に集積される全国の統計データを利用して、セミョーノフら改革に関心を抱く地理学
者の参画を得ながら、社会の現状分析と改革計画の深化に取り組んだのであった 15。

アレクサンドル二世期に入ると、社会改革のための農村啓蒙を目的とする協会が多
数設立される。ストレカロヴァを代表として設立された「良書普及協会 (Obshchestvo 
rasprostraneniia poleznykh knig)」は、エレーナ・パーヴロヴナ大公女ら皇族を名誉会
員に迎え、ゴリーツィナ公爵夫人、メシチェルスカヤ公爵夫人といった貴族女性から
ゲンナディ、アルセニエフら書誌学、統計学を専門とする社会活動家たちまでを会員と
した 16。また、「ペテルブルク識字委員会 (Peterburgskii komitet gramotnosti)」では、ツ
ルゲーネフのような文学者からルバーキンらラディカルな書誌学者、教育学者までが
一体となって活動した17。そして、農民の革命参加を目指して啓蒙事業に取り組んだと
りわけ強力な協会組織が、革命的秘密結社「土地と自由 (Zemlia i volia)」であった。こ
れら啓蒙的な諸協会は、地方都市や農村に書籍倉庫 (knizhnye sklady) と呼ばれる小さ
な販売所を設置し、自らが発行した識字普及のための出版物を提供した18。

改革機運を生み出した諸協会は、何らかの出版メディアを拠点とし、そこでの成
果公表や言論開陳を重視した。たとえば開明官僚たちは、海軍省の機関誌『海軍選
集 Morskoi sbornik』で改革案を積極的に世に問うたし、啓蒙的な諸協会は成果報告
書を定期的に発行した。そして民間メディアでは、『現代人 Sovremennik』『祖国雑記
Otechestvennye zapiski』『ロシア報知 Russkii vestnik』など、「厚い雑誌」と呼ばれた月刊
誌が、諸改革のための議論の場となった。とりわけネクラーソフとパナーエフが発行
者となっていた『現代人』は、チェルヌイシェフスキーら革命派の主だった論客を集め、
強い影響力を持った。

こうした活動を印刷、販売の分野で物質的に支えたのが出版・書籍業界である。ペ
テルブルクでは、プーシキンら文人に対して手厚い原稿料システムを導入し、メセナ
的経営を行っていたスミルディンの出版事業が 1840年代に破綻したため、業界に大き
な空白が生じていた19。そこに参入して、出版・書籍業界の中心となった新しい主体が、
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社会改良の思想を共有する出版人たちであった。
その代表例は、ニコライ・セルノ＝ソロヴィヨーヴィッチである。1834 年にペテル

ブルクで貴族の家庭に生まれた彼は、ツァールスコエ・セローのアレクサンドル・リ
ツェイを銀メダルで卒業し、官途についた。だが、ベリンスキー、チェルヌィシェフ
スキー、ドブロリューボフらの著作に傾倒し、1860 年には退官してロンドンにゲルツェ
ンとオガリョーフを訪ねる。そして帰国後の 1862 年、ネフスキー大通りのルター派教
会付近に書店を開設した。この書店は「進歩的」出版物の代理店を引き受け、結社「土
地と自由」の合法的プロパガンダを意図すると同時に、自由ロシア出版の『鐘』『北極星』
など非合法出版物をとりよせ、結社の地方支部に配布する役割も負った。また、サル
トゥイコフ＝シチェドリンの著作やナロード向けの識字育成本の出版にも従事してい
る。首都中心部にこうした書店が現れたことの反響は大きく、多くの学生がこれを利用
し、秘密警察は監視をした20。

協会と出版との結びつきが支えた改革機運は、1860年前後のロシアに定期刊行物ブー
ムをもたらした。1855 年から 60 年の間に、ロシアの定期刊行物は104 点から230点に
倍増した21。これは、ついに政権を握った前述の開明官僚集団による、検閲の緩和や
雑誌・新聞の新規創刊規制緩和などのグラスノスチ政策に後押しされたものでもあっ
た22。社会思想家ピーサレフは 1860 年代初めに、｢ 定期刊行物がロシア中で売り切れ、
静かな書斎で書き物机に向かって生み出された思想が、広大なわが国全体の財産とな
り、何万という人にとってほとんど唯一の知的な糧となっている。人々の多くは雑誌
しか読まない ｣23 と書き残している。この風潮に乗って創刊された諷刺誌『イスクラ』は、
様々な雑誌を熱心に読んでいると思しき生徒をイラスト【図 1】に登場させ、定期刊行物

【図 1】「教養ある生徒」

教師：ヴレーミャ（時、時代）とはどのようなものか。
生徒：ナーシェ・ヴレーミャ（我々の時代、現代）ですか、それ

とも単なるヴレーミャですか。
教師：どちらにせよ、ヴレーミャはヴレーミャだ。
生徒：いいえ、違います。『ナーシェ・ヴレーミャ』は週刊です

が、『ヴレーミャ』は月刊です。…値段も違います。

＊注：『ナーシェ・ヴレーミャ』（1860-1863）はモスクワの
リベラル系新聞。『ヴレーミャ』（1861-1863）はドス
トエフスキーがペテルブルクで発行した文芸誌
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ブームを茶化した 24。同誌は、美しい身
なりの乙女に見立てた記事が検閲を経
ると服を引き裂かれた老婆となるイラス
ト【図 2】や 25、文化人のサロンと異なり
自己の信条なく検閲委員会に集って言
論統制を行う有識者への皮肉【図 3】を掲
載して、検閲をも大胆に諷刺した 26。社
会改革という大義のもと、1860年前後に
言論活動は活性化したのであった。

ところが 1860 年代前半には、改革機
運はかげりを見せ始めた。社会情勢は
農村の緊迫と大学紛争の激化によって

不安定化しており、当局の警戒を招いた。また、1861年
2月19日に農奴解放が号令されて最大の目標である農
民改革が実現されると、改革を推進する開明的路線は
求心力を失い、開明官僚たちは失脚する。1862年には
ペテルブルクで大火が起き、アナーキストの陰謀であ
るとの噂が広まるなど社会情勢はいっそう不安定化し、
1866 年 4 月 4 日に起きたカラコーゾフによる皇帝暗殺
未遂事件によって、改革機運の退潮は決定的になった。

こうした情勢下、1862 年 27 と 1865 年 28 の「臨時出
版規則」よって検閲制度が再編され、出版禁止項目と
して、「キリスト教の信仰や皇室の名誉および家庭生活
等に敬意を持たぬもの」、「社会主義・共産主義」ととも
に、「法制化される前の政治的問題」が挙げられた。これ
は、1850 年代後半からの改革論議のもりあがりに終止
符が打たれたことを意味した。そして、出版人たちの取
締が行われた。セルノ＝ソロヴィヨーヴィッチは 1862
年、ロンドンからの非合法文書持ち込み摘発に関連し
てチェルヌイシェフスキーと共に逮捕され、クラスノ

ヤルスク、さらにイルクーツクへと流刑され、1866 年に没した。1865 年に成立した新
検閲体制の下、『現代人』は発禁となり、多くの他誌も警告処分を受けた。「厚い雑誌」と
いうメディアは以後も教養人向け月刊誌として存続したが、定期刊行物ブームを牽引
した頃の尖鋭な政治性は失った。こうして諸協会と出版人が支えた改革機運は終息に

【図2】「記事、検閲前／検閲後」

【図３】
—信条の違いにかかわらず、あらゆる物

書きが集まっている場所があるよ。
－どこだい？
－検閲委員会…
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向かうことになった。

2. 1870 年代の出版人
これと入れ替わるように、1870 年前後からペテルブルク出版界に新たな事業主たち

が現れた。彼らがほぼ一様に、西欧の書籍取引業界で経験を積み、地縁のないペテル
ブルクに移住してきた人々であったことは、先行研究ではあまり関心を払われていな
いが重要な特質であろう。

先駆けはマヴリーキー・ヴォリフ（1825-1883）である。彼はワルシャワの医師一家
に生まれ、15 歳で現地の書店に勤めはじめた。そしてまもなく書籍業の中心地たるパ
リに出て、ある書店で職を得る。三ヶ月後、その書店が多国籍的な書籍業者ブロッ
クハウスに買収された。その社員からドイツの書籍業について学ぶことを勧められた
ヴォリフは、ライプツィヒへ半年間の修行に出る。さらにリヴィウ、クラクフへと移
り、それからヴィリニュスでポーランド語書籍の取引に従事することになった。そし
て 1848 年、ポーランド人作家の紹介状を手に、販路の拡大を求めてやってきたのがペ
テルブルクである。フランス語で仕事ができる人材を求めていた老舗イサコフ書店は
ブロックハウスからヴォリフを推薦されていたため、自店のスタッフとして彼を迎え入
れ、ロシアでの書籍取引を教え込んだ。やがてヴォリフは独立し、1853 年、ネフスキー
大通りの百貨店ガスチンヌィ・ドヴォールに自分の書店を開設したのであった 29。旧
来のロシアの一般的な書店が小さな平屋の建物で窓もなく、商品陳列も無秩序であっ
たのに対して、ヴォリフ書店はショーウィンドウを備えた初めての「西欧型総合書店」
だったとされる。この後、ヴォリフは印刷所、従業員宿舎、印刷工の学校をも順次開
設し、19 世紀末には従業員 200人におよぶ大企業を作り上げた。ヴォリフ社の関連施
設は当初はネフスキー大通り周辺に点在していたが、1877 年にペテルブルク北部のワ
シーリー島に一括移転し、一種の企業町を作り出した30。

そして今度はヴォリフが自社の外国書籍取引部門の運営のために、ヨーロッパ諸語
を使用可能で書籍取引に関心、経験がある人材を集めた。長年ヴォリフ社に勤めたリ
ブローヴィッチは自身が通っていたドレスデンの大学に、ロシアでの勤務が可能でス
ラヴ系言語を一つ知っていることを条件とした、ヴォリフ社の求人が貼り出されたこ
とを回想している31。

このような求人を契機に西欧から流入した人材の一例が、アドルフ・マルクス
（1838-1904）である。彼は、かつてのポメラニアの首都シュテッテンで生まれた。父は
タワー時計の工場の経営者で教養ある人物だったが、九人兄弟の五番目であるマルク
スが 13 歳のときにコレラで死亡した。そのため彼は中等学校卒業後、メクレンブルク
公国ヴィスマーレで書籍商の見習いをし、三年後にはベルリンの医学書専門書店に勤
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めた。二年後シュテッテンに戻ると、ロシアの大書籍商でライプツィヒの仲買人ビテ
パージュに誘われ、成功を求めて言葉もわからぬロシアに向かった 32。

こうして 1859 年にペテルブルクに移り住んだマルクスは、ビテパージュ書店で外国
書部門に入り、ドイツとの取引に従事したが、64 年、外国書部門が閉鎖になった。そ
こでヴォリフ書店に移り、ドイツ語部門の番頭となった。30 ルーブルの月給を得てカ
ラヴァンナヤ通りの従業員用の部屋に住んだ彼は、ゲルマン・ゴッペとゲルマン・コ
ルンフェリドに出会う。ゴッペは彼より二歳年上、ウェストファリア出身で、青年時
代にドイツ、イギリス、ベルギーの書籍業界で働いた後、1860 年代初めにヴォリフに
ドイツ語書籍部門の主任として招かれた。コルンフェリドはワルシャワ出身で、外国
雑誌定期購読課にいた。書店の常連客たちから「渡来ドイツ人」「まじめなウェストファ
リア人」「陽気なワルシャワ人」と渾名されたこの三者は宿舎で同室となり、『イリアス』
からとって「三人のアイアース」と呼ばれるほどの親友になる。そして 1867 年、ゴッペ
とコルンフェリドは起業し、モード雑誌やカレンダーを発行しはじめた 33。

仕事には厳しいものの、面倒見がよく温厚だったとされるヴォリフは、独立心旺盛
で勝気なマルクスとはそりが合わなかった。結果、マルクスはヴォリフと衝突して書
店をやめる。その後、外国語の家庭教師、寄宿学校の教師、ワルシャワ鉄道のドイツ
語郵便書記など職を転々としたが、自身で雑誌を発行したいという夢に回帰し、ペテ
ルブルクの様々な店に奉公する同郷ドイツ人たちから借金をして、ある定期刊行物の
発行権を買い取った。そして 1869 年末から刊行を開始したのが、絵入り雑誌『ニーヴァ
Niva』である。同じ頃、ゴッペも絵入り雑誌『全世界画報 Vsemirnaia illiustratsiia』創
刊を計画しており、競合誌の発行者となった二人の関係は決裂した。やがてコルンフェ
リドも、1875 年からユーモア絵入り雑誌『トンボ Strekoza』を発行する。彼らはしばし
ば自ら編集に加わり、検閲の干渉を避けるべく注意を払いながら、強力なイニシアティ
ヴを発揮した。ただし購読部数は、廉価だった『ニーヴァ』が「ロシア全国で購読され
ない町はない」34 と言われるほど売り上げを伸ばし、高級路線の『全世界画報』に圧勝
した。これに嫉妬したゴッペはより低価格の絵入り雑誌『ともしび Ogonek』を創刊し、

「『ニーヴァ』みたいなものは一誌でたくさんだ」とマルクス嫌いのヴォリフに叱責され
ている 35。ナンバーワン雑誌の出版社となったマルクス社は順調に経営規模を拡大し、
700 人の従業員で 150 台の印刷機を終日稼働させるに至った 36。また、新聞『新時代』
を発行したスヴォーリンのように、ヴォリフと接してそのビジネスの手法を学び、大
企業を築くロシア出身の出版人も現れた。

このように 1870 年代以降、ペテルブルクの出版・書籍業界は、西欧からの新来者
にその中心的な担い手を変えた。この出版人たちは、西欧の出版業界に通暁する一方で、
ロシアの文化的伝統からの影響が弱かったため、カレンダーや絵入り雑誌、廉価文庫
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など、西欧で流行していた出版物を直接的に模倣し、経営の主軸とした。こうした発行
物は、予約購読者や広告主を募り、原資を集め、雑誌の発行によってさらに資本を拡大す
るという商業的原理にもとづいていた。売り上げ向上のために各社は、「カレンダーご
購入の皆様には、もし統計部門で何らかの誤りや見落としを見つけたら…最も完全で
信頼できるカレンダーを読者に提供できるように、お知らせくださるようお願いしま
す」37 と苦情を受け付けたり、絵入り雑誌に投稿記事を受け入れたりすることで 38、読
者の嗜好に沿うよう努めた。また、その誌面は、文学作品や名画を無料付録につけたり、
パリの最新モードを型紙つきで掲載したり、エキゾチックな動植物や異民族、畸形な
ど好奇心をそそる記事を集めたりすることで、娯楽性を高めた。『ニーヴァ』に掲載され
た、博覧会で受賞した企業の宣伝に箔をつける双頭の鷲【図 4】39 や、香水やミシンとニ
コライ二世の顔が並べられた肖像写真広告【図 5】40 は、ツァーリの表象をも商品化する
資本の原理をよく示している。

1860 年、『現代人』の発行部数が 6,600 部であったのに対して、1870 年の創刊時に
9,000 部だった『ニーヴァ』の購読部数は、20世紀初頭には 235,000 部に達した41。鉄道
と郵便制度の発達と相まって、ペテルブルク発のメディアの対象読者は地理的、階層
的にも拡大した42。西欧出身出版人たちの活動によって、ロシアの出版事業は近代的産
業の一分野に成長したのであった。

おわりに
以上のように、1860 年代から 70 年代のペテルブルクでは、思想的な出版から商業的

【図 4】 【図 5】
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な出版へと出版・書籍業界の担い手が交替した。「厚い雑誌」から絵入り雑誌へという主
力メディアの変遷は、社会改革という大義をめぐる能動的な議論から、娯楽的、消費
的な誌面の受動的な享受へと、流通する情報の質を変えるものだったのであり、前者
は協会という「市民社会」的要素と、後者は商業的原理が優先される「大衆文化」的要素
と密接に関係していた。こうした出版人の系譜をたどると、近代ペテルブルクの都市
社会は「大改革」をはさんだこの時期に、結社全盛の時代から大衆文化の萌芽期へと展
開しつつあったという図式を描くことができる。またメディア上で、当局の諷刺も辞
さぬ改革論議や、ツァーリの権威をも商品化する商業的原理が展開されたことからは、
都市を舞台にした近代ロシア社会のある種の自律性をうかがえよう。

商業的な大出版社群がペテルブルク出版界を席捲していた 19 世紀末、知識人層のト
レンドは新たな展開を見せた。すなわち 1890 年代の、シンボリストたちの登場と「銀
の時代」の幕開けである。よき理解者である実業家たちの後援を受けながら、単行本の
自費出版や高品質のイラスト入り美本の発行が行われた他、ベヌア、バクスト、ディ
アギレフらによる『芸術世界 Mir iskusstva』（1899 － 1904）や、『天秤座 Vesy』（1904 －
1909）、『金羊毛 Zolotoe runo』（1906 － 1909）などの定期刊行物が創刊され、絵画、演劇、
建築、音楽、文学、哲学等の批評や論文が掲載された43。

突出した知的エリートの孤立した営みであり、一般読者を寄せ付けなかったとされ
るシンボリストたちの出版活動は 44、通俗化した商業的出版への嫌悪を原点の一つと
するものであった。メレシコフスキーは 1892 年、論文 ｢ 現代ロシア文学の衰退の原因
と新しい潮流について ｣ の中で、通俗的なメディアと読者たちを、ロシア文学を堕落
させた一因としてとりあげている 45。とはいえ、『芸術世界』が刷られたのは、絵入り雑
誌『全世界画報』に精緻なイラストを載せるためにゲルマン・ゴッペが弟エドゥアルド
に経営させたゴッペ印刷所であった。もはやハイ・カルチャーが、通俗的な商業的出
版と全く無関係に活動を展開するのはかなわぬことだった。やがて 20 世紀を迎え、シ
ンボリストたちが文壇の中心的存在になると、商業的出版は彼らに近づき、市場原理
優先の出版業界にとりこんでいくのである。
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Publishers in St. Petersburg in modern times: A comparative 
study of publishing activities in the 1860s and 1870s

This paper undertakes a comparative examination of the two types of publishers in 
St. Petersburg in the middle of the nineteenth century.

The first category consists of the publishers who worked from the middle of the 1850s 
to the 1860s, for example, Nicholas Serno-Solovievich. This was the period when 
Alexander II succeeded to the throne and “the Great Reforms” started. The intellectual 
community was shocked by the defeat at the Crimean War and eager that reforms 
be implemented to modernize Russian society. The Russian intellectuals organized 
voluntary associations, obshchestva, especially in the field of people’s education. In 
addition, they used printed media such as “thick journals” to disseminate their ideas and 
accomplishments. The publishers working in the 1860s also wished to improve the 
social conditions and offered material support to the activities organized by the various 
associations.

The other type of publishers consists of those who entered the business in the 1870s. 
Mavrikii Volf, German Goppe, Adolf Marks, and other publishers belonging to this 
category were of Western origin and were familiar with the book markets in France, 
Belgium, Germany, and Poland. Their publications, such as illustrated journals and 
Adres-kalendar, imitated the Western print media. As they were operated using the 
capital collected from subscribers and advertisements, the customers’ tastes and 
complaints were highly respected. As a result, the contents of these media became 
entertaining and commercial, with even tsarist symbols being used in advertisements.

The publishers in the 1860s were connected with the voluntary association, the 
factor that popularized the democratic practices in North America and Europe. On 
the other hand, the publishers in the 1870s introduced commercial principles into the 
Russian publishing industry. Recent studies on Russian cities focusing on the voluntary 
associations and the commercial mass culture point out the autonomy in Russian 
society during the Tsarist era, while the general view has been that Russian society was 
oppressed by the authoritarian Tsarist regime. A comparative study of the two types of 
publishers in St. Petersburg will reveal the autonomous factors in Russian society in 
modern times.




